
9月1日、大納言小豆部会（委員会）は、管内の大納言小豆の生育・病害虫の発生状況を把握するため圃場巡

回を開催しました。今年の播種は7月中旬から始まり、播種後の大雨や多雨により一部の圃場で湿害などの被

害が見られましたが、その後の生育は概ね順調で病害虫の発生も少ない状況です。早いところでは、開花期を

迎え、今後は害虫防除が重要となります。稲刈りなどお忙しいと思いますが適期防除を行いましょう。

適期防除で収量・品質アップを目指しましょう。今回の『AZU-KING』は南部支店が担当しました。

大納言小豆の栽培ポイント

②基幹防除 ： アズキノメイガ・ハスモンヨトウ
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久喜津生産組合（中央支店・社地区）

 面積：244a （播種日：7月17日）

 草丈：53㎝ ●節数：14節

 防除①：8月27日（ﾌｪﾆｯｸｽ水和剤）

浄土寺農業生産組合（西部支店・鶉地区）

 面積：263a （播種日：7月22日）

 草丈：46㎝ ●節数：10節

 防除①：

農事組合法人ファーム六条（南部支店・六条地区）

 面積：120a （播種日：7月17日）

 草丈：61㎝ ●節数：15節

 防除①：8月11（ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤+花吹雪）

 防除②：8月30日（ﾌｪﾆｯｸｽ水和剤）

前田尚之さん（南部支店・六条地区）

 面積：220a （播種日：7月15～16日）

 草丈：64㎝ ●節数：15節

 防除①：8月11（ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤+花吹雪）

 防除②：8月30日（ﾌｪﾆｯｸｽ水和剤）

時期 回数

開花前 ｱｽﾞｷﾉﾒｲｶﾞ 2回

（8月下旬～9月上旬） ﾖﾄｳﾑｼ 以内

開花～開花盛期 ｱｽﾞｷﾉﾒｲｶﾞ 2回

（9月上旬～9月中旬） ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 以内

使用

1回

基幹

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 4000倍 収穫7日前まで

2回 ﾌｧﾆｯｸｽ顆粒水和剤 2000倍 収穫7日前まで

回数
防除
区分

時期 対象害虫 薬剤目 希釈

開花期 7月中旬に播種した小豆が、開花を迎えまし

た。小豆の花は黄色でとても綺麗です。今後の小豆の生育

や気象により、害虫の多発する恐れがありますので、防除

を徹底しましょう。

①アズキノメイガ防除

 アズキノメイガは小豆の大虫害

 幼虫が茎や莢に侵入して食害するだけ

でなく、開花した花も食害します。

 防除は、開花始めから10～14日間隔で2

～3回の防除を実施しましょう。

①小豆生育状況（9月1日）


